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編集後記
　今回の表紙の写真は、手に持って皆様に研究のイメージが伝わるものがないとのこ
とで、機械と人物を別々に撮影し、合成するという新たな試みをいたしました。撮影
中はどんな画像になるのかわかりませんでしたが、ご覧いただいたとおり、柿沼先生
の研究内容がわかる、素敵な表紙に仕上がりました。
　研究室での撮影では、研究室の学生が大勢見学し、先生とも気さくに話をしており、
柿沼先生の穏やかな人柄が研究室の雰囲気に反映されているな、と感じました。また、
機械を実際に動かしていただき、取材スタッフも興味津々で目を輝かせていました。
 （松林真奈美）
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　大学時代の財産といえば、もちろん世
界で活躍されている教授の講義を通して
得た知識もありますが、異なるバックグ
ラウンドを持つ才能ある人々との出会い
や交友関係の広がりがあります。特に研
究室で苦楽をともにした友人、先輩、後
輩との関係は強く、今でも年に数回は集
い、会った時にはまじめな話からくだら
ない話までとことんします。こういう談
笑の中から不思議と自分の研究のたねが
湧いてきたり、教育に大事な視点まで見
えてきたりします。人からの刺激という
のは化学の触媒みたいなもので、その刺

激が自分の中に隠れていた発想を呼び起
こすのかもしれません。 
　自分が大学生の頃を思い起こすと、自
分で勉強すれば何でも解決できると信じ
ていましたし、自信もありました。読者
の皆さんの中にも、私の学生の頃と同じ
く自分一人で何でもできると考えている
人がいるかもしれません。確かに大学ま
での勉強であれば、どの問題にも必ず解
があり一人で解くことができます。とこ
ろが「研究」になると、そうはいきませ
んでした。勉強しても勉強しても解が存
在するかどうかもわからない……。こう
すれば解ける！という鉄則もないのです。
そのような中、私が修士課程で、電気粘
着ゲルの開発に成功したのは、当時の研
究室の同期、先輩、後輩が異なる観点

自分を高めてくれる人との繋がり
柿沼康弘

からの刺激を与えてくれたおかげでした。
ここで一つ言いたいことは、ただ相手の
意見を求めるだけの他力本願はだめです。
まず大事なのは、自分の意見を持つこと、
その上で相手の意見を尊重して聞くこと
です。他者の意見を真剣に考えることは、
新しい刺激となり、自分の中に新しい視
点や発想を生みだしてくれます。
　福澤先生は、本を読むばかりでなく
人と接して談笑する間に、互いに知識
を交換しあうことも大事だと述べていま
す。ですので、慶應義塾に入学した皆さん、
また入学志望の皆さんには、ぜひ人と人
との繋がりを大事にして、良い交友関係
を築いて広げ、知識の交流を楽しみなが
ら自分自身の可能性を高めていってほし
いと願っています。
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KEIO TECHNO-MALL 2014
第15 回慶應科学技術展「育てる産学、育つ夢」

理 工 学 I n f o r m a t i o n

日時：12 月 5 日（金）10：00 ～ 18：00

場所：東京国際フォーラム地下 2 階（展示ホール２）

入場無料　※すべてのイベントで事前登録は不要です。

詳細：http://www.kll.keio.ac.jp/ktm/index.html

理工学部創立 75 年記念特別プログラム
今回は、特別プログラムとして多彩なイベントプログラムをご用意いたしました。様々な分野か

ら魅力的なゲストをお迎えして、熱く語っていただきます。ぜひ、ご参加ください。

10:30 - 11:15 基調講演

「⼤学発ベンチャー 37 年 _ 夢とうつつ」

KIF ( 慶應義塾イノベーションファウンダリー ) 設⽴記念イベント
11:25 - 12:10 基調講演

「⽇本経済の展望：科学技術のイノベーションと産学連携」

KIF ( 慶應義塾イノベーションファウンダリー ) 設⽴記念イベント
13:30 - 15:00 トークセッション

「真に社会が求める革新的産官学連携の姿：
実学（サイヤンス） 実践のイノベーション拠点」

15:40 - 17:00 ラウンドテーブルセッション

「病気にならないための健康社会〜テクノロジー・イノベーション〜」


